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1．はじめに

近年のシステム開発では，顧客ニーズの多様化，開発

スケジュールの短期化，そして日々進化する技術トレン

ドといったさまざまな外的・内的な要因を考慮しつつプ

ロジェクトを進めていくことが求められる．以前のよう

な人が行っていた既存業務の自動化（システムによる手

作業の置き換え）といった目的のシステム開発のプロジ

ェクトは減少しているなかで，システムに求められる要

求の内容も，ビジネスプロセスの変革や経営サポート・

意思決定支援などのようにきわめて高度で複雑なものに

変わってきている．

何をシステム化するのか（システムの要求）を定義す

るためには，本来であれば何のためにシステムを作るの

か（システムの目的）が明確化されていなければならな

い．しかしながら，システムに求められる内容が高度化・

複雑化してくると，システムを利用するユーザ自身もシ

ステムを活用して何を実現したいのかを明確に定義する

ことが難しくなる．そうしてシステムの目的が不明確で

あると，システムの要求に漏れや誤りが発生する可能性

が出てくる．結果として，後続のプロセスで欠陥が発生

するリスクが高まることになる．このような背景を受け

て，システム開発における上流プロセスの重要性の認識

は急速に高まってきている．

NTTデータ[1]では，システム開発のための総合ソリ

ューションとして「TERASOLUNAⓇ (テラソルナⓇ) 」 ☆1

を提供している[2]．TERASOLUNAは，開発手順（ドキ

ュメント類），フレームワークと開発支援ツール（開発

環境），開発をバックアップするサポート（人的リソー

ス）の3つの内容から構成されるソリューションの総称

である．2003年に最初のフレームワークが誕生して以

来，NTTデータにおける数多くのシステム開発を通じ

て獲得・蓄積されたノウハウや知見に基づき，改善・拡

張が続けられている．

2009年にはこれまでのTERASOLUNA3.0版から4.0版

への改訂（バージョンアップ）を実施した．この改訂の

主要な目的の1つとして， TERASOLUNAの上流プロセス

の整備・体系化への取り組みが挙げられる．この取り組

みでは，はじめに社内外のベストプラクティスの収集・

整理を実施した．その上で，これらベストプラクティス

を取り込むことにより，システム開発における基本構想

立案と要件定義を実施するための手順や成果物様式の策

定をほぼ1年がかりで進めていった．

本稿では，TERASOLUNA，およびTERASOLUNAの主

要な構成要素の1つである開発手順の概要を次章で紹介

する．第3章ではTERASOLUNAにおける上流プロセス

の整備・体系化の経緯や実施内容を述べる．第4章では，

近年のグローバル化への対応としてグローバル標準手順

☆1 「Terasoluna/テラソルナ」は日本および中国における株式会社
NTT データの登録商標です .
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の策定の取り組みも示す．その上で，上流プロセスの整

備・体系化に対する組織としてのメリットを第5章で考

察し，最後にまとめと今後の課題を述べる．

2．TERASOLUNA

2.1　概要
TERASOLUNAを構成する3つの構成要素（開発手順，

開発環境，サポート）の概要を図 1に示す．

開発手順はNTTデータがオープン系システムの開発

で培ってきたノウハウを盛り込んだ，システム開発の手

順や成果物を定義するものである．顧客のビジネス改善

からシステム開発に至るまで，システムの開発に必要と

なる内容を網羅したものとなっている．

開発環境のなかでフレームワークは，システム開発に

おいて採用されるアーキテクチャに応じていくつかのラ

インナップを用意している．すべてのフレームワークは

OSS（Open Source Software）として公開されており，無

償で利用が可能である[11]．一方で開発支援ツールは，

NTTデータ内部向けに提供されている（一部外販は可

能）．システム開発における要件定義からテストまで幅

広いプロセスに適用している．

サポートは，TERASOLUNAを導入する上での専門技

術者の派遣によるプロジェクトの支援からヘルプデスク

対応や研修による技術者教育など，幅広い人的リソース

によるコンテンツを提供する．

TERASOLUNAは，オープン系システムの開発標準と

してのニーズを満たしていることから，業種業態を問わ

ず，幅広い分野で採用が可能となっている．2003年の

誕生以来，金融機関や官公庁といった大規模システムで

の実績もあり，導入プロジェクト数は637件に達してい

る（2011年3月時点）． 

2.2　開発手順
本稿執筆時点で提供されているTERASOLUNAの開発

手順の最新のバージョンは4.3版になる．開発手順の主

要なドキュメントは，全体タスクフロー，手順書，成果

物様式・サンプル，技法・ガイドライン，品質チェック

項目の5つになる．各ドキュメントの概要を以下に示す．

1：全体タスクフロー

実行されるタスクを網羅してフローとして定義した

ドキュメント．

2：手順書

タスクごとの目的，具体的な手順，成果物を明記し

たドキュメント．

3：成果物様式・サンプル

タスクから生成される成果物の様式と記述サンプル

を記したドキュメント．

4：技法・ガイドライン

設計ノウハウ，処理方式，テスト技法，ツール利用

法などの開発手順で実施する作業をサポートするド

キュメント．

5：品質チェック項目

品質確保のための1200項目以上のチェックリスト

を記したドキュメント．

図 2に示すようにTERASOLUNAの開発手順では12の

プロセスを規定している．

このなかで上流プロセスに相当するのが一番左側で示

す「基本構想立案プロセス」と「システム要件定義プロ

セス」の2つのプロセスになる．

基本構想立案プロセスでは，何のためのシステムを作

るのかというシステムの目的を明らかにしていく活動を

行う．システム要件定義プロセスでは，システムの目的

を受けて，システムの要求を明らかにする活動を行う．

システムの要求は，機能要件と非機能要件（システムア

図 1　開発手順，開発環境，サポートの概要

図 2　プロセスの体系
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ーキテクチャ，移行要件，サービス提供要件）に分類さ

れる．

各プロセスは複数のアクティビティから構成される．

TERASOLUNAの開発手順では，V字モデルの考え方に

基づいており，品質を作り込むアクティビティと品質を

検証するアクティビティがそれぞれ対応付けて明示され

ている（図 3参照）．たとえば，V字の左側にあるシス

テム要件定義プロセスの「業務フロー定義」のアクティ

ビティで作成された業務フローは，対応するV字の右側

にあるAP結合テストプロセスの「業務結合テスト」の

アクティビティにおいて検証される．なお，必要に応じ

て「業務結合テスト」のアクティビティの実施では，下

位レベル（機能定義や機能結合テストのアクティビティ）

の成果物も参照する．

開発手順はそのままプロジェクトに適用することも可

能であるが，適用対象のプロジェクトが自プロジェクト

の特性に即してカスタマイズ（例：手順の実施順序の変

更，作成する成果物の追加・削除）することも想定して

いる．そのためTERASOLUNAの開発手順では，プロジ

ェクトが開発手順をカスタマイズするためのガイドライ

ン（テーラリングガイドライン）も提供している． 

3．上流プロセスの整備・体系化

3.1　背景
近年，システムに求められる内容がますます高度化し

てきている．ビジネスプロセスの変革や経営サポート・

意思決定支援などといった企業・組織の経営上重要な役

割をシステムは担うようになってきている．また，シス

テムの目的や要求を検討する上で自社・自組織の都合や

ルールを考慮するだけで事足りるケースは稀である．他

社・他組織と連携してシステムを運用するケースがほと

んどであることから，システム自体が実現する内容も複

雑化してきている．

そのため，システム開発の上流プロセスにおいて必要

な要求を取りこぼしてしまったり，ステークホルダ間で

誤った要求の認識をしてしまったりすると，システム開

発のプロジェクト自体の進捗の遅れやコスト上昇にとど

まらず，経営上も大きなリスクやダメージになり得る可

能性を含んでいる．システム要件定義までの上流プロセ

図 3　全体アクティビティフロー
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スにおける誤りの検出や曖昧性の排除は，

システム開発やそのシステムを活用する

企業・組織のライフサイクル全体のなか

でも非常に重要な課題となっている．

以上のような背景を受けて2009年の改

訂では，上流プロセスを組織的に実践す

ることを狙いとして， TERASOLUNAの上

流プロセスの整備・体系化を進めた．こ

の取り組みは，調査・策定・洗練化の3つ

のフェーズからなる（図 4参照）．以降では各フェーズ

の実施概要を述べていく．

3.2　調査フェーズ
取り組みを開始した当時，NTTデータの社内では上

流プロセスに関する方法論が複数存在していた．これら

はいずれも社内で実績もあり，外部に対して方法論の内

容や適用事例を公開しているものもあった．また，社外

でも上流プロセスに関連するノウハウや標準が検討・公

開されていた．

このような状況を踏まえて，今回整備・体系化する上

流プロセスでは，先行している上述の社内外のベストプ

ラクティス（社内の方法論，社外のノウハウ・標準）を

適切に取り込むことや，内容の整合性をとることは重要

と考えた．

そこで上流プロセスの整備・体系化をはじめるにあた

り，これら社内外のベストプラクティスの調査を行った．

図 5に調査対象とした社内外のベストプラクティス（抜

粋）を示す．

調査対象にした社内の方法論として，統計的なデータ

分析やデータマイニングにより経営・業務の意思決定

を支援する「BICLAVISⓇ（ビークラビス）☆2」[3]，DOA

（Data Oriented Approach）に基づき業務ドメイン知識（リ

ファレンスモデル）を活用したデータモデリングを行う

「IMDAⓇ（イムダ） ☆3」[4]，EA（Enterprise Architecture）

の視点に基づきあるべき情報システムの将来像の導出を

支援する「ITグランドデザイン」，ビジネスモデリング

を通してステークホルダのシステム化の目的を明確化す

る「MOYAⓇ（モヤ） ☆4」[5]などを選択した．

また，社外のノウハウ・標準としては，ビジネスアナ

リシスに関するグローバルなタスクやテクニックをとり
☆2 「BICLAVIS」は日本国内における株式会社NTTデータの登録

商標です .
☆3 「IMDA」は日本国内における株式会社NTTデータの登録商標

です .
☆4 「MOYA」は日本国内における株式会社NTTデータの登録商標

です .

まとめた知識体系の「BABOKⓇ（Business Analysis Body 

Of KnowledgeⓇ） ☆5」[6]，ユーザ（発注者）の視点から分

かりやすいシステム仕様書のコツ（記述方法・合意方法）

をまとめた「発注者ビューガイドライン（現在の名称は

「機能要件の合意形成ガイド」）」[7]，システムの非機能

要件を体系的に見える化し，段階的に詳細化していくツ

ールである「非機能要求グレード」[8]などを選択した．

これらのベストプラクティスを，以下に示す2つの視

点（適用領域と適用時期）を用いて特徴や相互の関係性

☆5 「BABOKⓇ」,および「Business Analysis Body of KnowledgeⓇ」は ,
International Institute of Business Analysisの登録商標です .

図 5　社内外のベストプラクティス（抜粋）

内容
社内方法論

BICLAVIS 100件超のデータ分析コンサルティング事例
に基づき開発された，統計的なデータ分析，
データマイニングによる経営・業務の意思決
定を支援するデータ分析方法論．

IMDA 業種／業界ごとの業務ドメイン知識を表現し
た「リファレンスモデル」を活用し，品質の
高いシステムを早く構築するためのデータモ
デリングの方法論．

ITグランド
デザイン

EA（エンタープライズ・アーキテクチャ）の
視点に基づいて，業務オペレーションとそれ
を支える情報システムを検討し，システムの
あるべき姿を導出する方法論．

MOYA 要求を引き出すビジネスモデリング方法論．
想いやその背景などを可視化することにより
気付きを生み出し，目指すべきゴールや望ま
しい業務の姿を作り上げる．

社外ノウハウ・標準
BABOK 組織の目的の達成に役立つソリューションを

推進するために，ステークホルダ間の橋渡し
となるタスクとテクニック（＝ビジネスアナ
リシス）の知識体系．

発注者ビュー
ガイドライン

ユーザにとって分かりやすいシステム仕様書
を作るための記述方法・合意方法をまとめた
ガイドライン（現在は IPA SECより「機能要
件の合意形成ガイド」として公開）．

非機能要求
グレード

要件定義までに確認が必要な非機能要求項目
を体系的に整理し，項目ごとにレベル付けし
た選択肢を提示．非機能要求を段階的に詳細
化しながら確認を行うツール．

図 4　上流プロセスの整備・体系化の進め方
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を明らかにしていった．

• 適用領域

各ベストプラクティスはEAの4つ（ビジネス，

データ，アプリケーション，技術）の体系の

うちどの領域をカバーするのか？ 

• 適用時期

各ベストプラクティスは上流プロセス（基本

構想立案とシステム要件定義）のどこで利用

されるのか？ 

並行して社内方法論の策定者や上流プロセス案件の経

験者へのインタビューも実施し，新たな上流プロセスの

ベースとなる方法論の選定を行った．結果として，適用

領域のカバー率も高く，NTTデータの法人分野で多く

のコンサルティングの実績がある「ITグランドデザイン」

をベースとして選定した．さらに，今後のグローバル化

への対応を見据えてBABOKの考え方を取り込むことも

上流プロセスの体系化の方針とした．

BABOKでは各ステークホルダの業務上のニーズを定

義し，それらを実現するためのソリューションに求めら

れる要求を段階的に落とし込んでいく．ここで導出され

るソリューションとは，必ずしも ITを使っ

たものには限らないというアプローチを指向

している．このような考え方は，特にシステ

ムの目的を明確化する基本構想立案プロセス

を検討する上では有用となるものであり，次

の策定フェーズでもBABOKのアプローチを

参考にして検討を進めた．

3.3　策定フェーズ
策定フェーズでは，最初に上流プロセスを

構成するアクティビティ，および各プロセス

で作成されるアウトプット（各種成果物をと

りまとめた文書）の検討を行った．図 6に基

本構想立案プロセスのアクティビティフロー

とアウトプットの内容を記す．

基本構想立案プロセスのアクティビティは，

前フェーズで選定したベースとなる社内方法

論（ITグランドデザイン）の内容や，社内

で過去に実施された上流プロセスの案件の知

見に基づいて策定を進めた．

策定した基本構想立案プロセスのアクティ

ビティは，前半と後半で大きく分かれる．前

半の6つのアクティビティでは，外部環境や

事業構造の調査からはじまり，経営・業務・

システムの課題分析を行い，業務改革の方針と全体計画

（業務改革グランドデザイン）を策定していく．後半の

2つのアクティビティでは，全体計画を受けて，個々の

施策を立案し，ITを用いてどのように施策を実現して

いくのかという基本構想（IT活用基本構想書）を策定

する．

同様にして，後続のプロセスであるシステム要件定義

プロセスでもアクティビティとアウトプットの策定を進

めた．図 7にシステム要件定義プロセスのアクティビテ

ィフローとアウトプットの内容を示す．

システム要件定義プロセスでは基本構想立案プロセ

スから入力された内容（IT活用基本構想書）に基づき，

システムの概算見積りができるレベルまで成果物を詳細

化することを目指す．機能要件については，主に業務フ

ロー・機能定義書・概念データモデルを作成する．また，

非機能要件については，システムアーキテクチャの概要，

および移行やサービス提供の要求を定義する．これらの

内容は要件定義書とシステムアーキテクチャ概要設計書

の2つの文書としてまとめられる．

策定フェーズでは，ボトムアップ（社内の方法論や

図 6　基本構想立案プロセスのアクティビティフローとアウトプット
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図 7　システム要件定義プロセスのアクティビティフローとアウトプット
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実案件の知見）の観点と併せて，前節で述べたように

BABOKとの対応付けによるトップダウンの観点の取り

込みも実施した．たとえば，図 8に記すように，基本構

想立案のアクティビティに対して，BABOKのエンター

プライズアナリシスで定義されるタスクとの対応付けを

実施した．こうしてグローバルな知識体系のノウハウを

取り込むことで，自社の案件だけでは上流プロセスの開

発手順の内容が偏ってしまうリスクを抑制でき，策定し

たアクティビティやタスクの網羅性の向上にも寄与する．

アクティビティやアウトプットが確定された後には，

アクティビティの下位に位置するタスク，および各タス

クで生成される成果物の検討を行った．図 9に基本構想

立案とシステム要件定義のタスクフローを記す．

ここでは前節で取り上げた社内外のベストプラクティ

スの取り込みも適時実施している．たとえば，業務フロ

ーや画面の成果物サンプルの作成では，発注者ビューガ

イドラインで示している記述方法（成果物の書き方のコ

ツ）を参考にしている．また，非機能要件検討の成果物

サンプルの作成では，非機能要求グレードのツール（非

機能要求のグレード表，項目一覧等）を参考にしている．

図 10は基本構想立案プロセスにある「業務改革の施

策立案」アクティビティにおけるタスクと成果物の一覧

を記す．このアクティビティでは6個のタスクと，各タ

スクで作成する合計17個の成果物を定義した．

このように策定フェーズでは，プロセス・アクティビ

ティ・タスクのように上流プロセスで実施する作業の段

階的な詳細化と，作成されるアウトプットや成果物の内

容（様式・サンプル）の策定を実施した．

3.4　洗練化フェーズ
策定した開発手順のドキュメント類はその後，実施時

期やレビューの観点，レビュワの異なる2種

類のレビューを実施することにより，内容の

洗練化を行った．図 11にレビュー実施体制の

概略を示す．

内部レビューでは，同時期に活動していた

TERASOLUNAの他のプロセスの策定チームの

担当者との間で相互にチェックを行った．こ

こでは主にプロセス間の相互接続性の観点で

のレビューが中心となった．すなわち，上流

プロセスで作成された成果物が，後続プロセ

ス（AP設計やシステム基盤設計のプロセス）

の入力となり得るのかという観点での担当者

からのピアレビューに相当する．

有識者レビューでは，社内やグループ会社のさまざま

な領域（例：コンサルタント，顧客営業）のプロフェッ

ショナル人財に依頼をして，開発手順の有効性や問題に

関するコメントを収集した．ここではあらかじめ，策定

チームが有識者にどのような観点で開発手順をチェック

してもらいたいのかというレビュー観点を作成し，事前

に有識者に提示をした．結果として100件以上のレビュ

ーコメントが各プロフェッショナル人財から寄せられた．

以上のようなレビューとコメントに対する修正を通じ

て，最終的な開発手順のリリースに至った．

4. グローバル標準手順の策定

現在，TERASOLUNAはグローバル化という新たな局

面を迎えている．本章では，開発手順のグローバル化の

取り組みを紹介する[9]． 

4.1　背景
ITサービスベンダの提供する情報システムやソリュ

ーションにもグローバル化が必要になってきている．情

報システムやソリューションのグローバル化とは，日本

の顧客企業・組織の業務を理解しているだけでは十分と

は言えない．顧客企業・組織のグローバル化に歩調を合

わせて，ITサービスベンダ自身も海外拠点で情報シス

テムやソリューションを開発・導入し，継続した運用・

保守のサポートができることである．

NTTデータでは，海外34カ国143都市 約26,500名の

グローバルリソースを有している（2011年9月30日時

点）．特に近年成長の著しいインド・中国を含むアジア

太平洋地域では全体の半分を超える約13,400名のリソー

スを有している．こうした世界の各拠点に分散してい

図 8　BABOK のタスクとの対応付け

基本構想立案プロセスのアクティビティフロー
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るグローバルリソース

が，協調・協業して情報

システムやソリューショ

ンを提供するために，現

在，グローバル標準手順

の策定を進めている．以

降では，グローバル標準

手順策定の取り組みにつ

いて，共通化と専門化と

いう2つの視点から記し

ていく．

4.2　共通化
共通化とは，グローバ

ル共通での言葉の定義を

意味する．グローバルの

各拠点に分散しているメ

ンバが協業する上で，最

も留意しなければならな

いリスクの1つにコミュ

ニケーションミスがあげ

られる．コミュニケーシ

ョンミスには，両者の話

す・書く言葉が理解でき

ないという原因も当然存

在する（例：インドのエ

ンジニアが日本語の要求

仕様を読めない）．一方

で，聞くことや読むこと

はできるが，ある1つの

言葉に対して両者が異な

る理解をしてしまうとい

う原因で起きてしまうコ

ミュニケーションミスも

存在する（例：「要件定義」

と聞いて作成するべき成

果物の実態が日本と欧米

のエンジニアで異なった

認識を持つ）．

後者のような解釈の齟

齬に起因するコミュニケ

ーションミスを抑制する

ために，グローバル共通

の工程名称，成果物名称， 図 9　基本構想立案プロセスとシステム要件定義プロセスのタスクフロー

 

 

図 9 基本構想立案プロセスとシステム要件定義プロ

セスのタスクフロー 
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そして主要用語といった最低限必要な語彙に関する定義

を進めている．

4.3　専門化
専門化とは，開発手順を地域別にカスタマイズするこ

とを意味する．世界各拠点で協業しつつ各地域の顧客特

性に応えるために，各地域別の顧客特性に合わせて開発

手順をカスタマイズした地域別開発手順の策定を進めて

いる．たとえば，日本ではスクラッチ開発で高品質なシ

ステムが求められるため，必然的に開発期間も長くなり

がちである．一方で東南アジアの地域では，コストに対

する意識が非常に高いため，システムの品質にかかわら

ず短期間で小規模の開発が多いという特性がある．また，

欧米の地域では，スクラッチ開発の割合よりも，既存パ

ッケージを利用してシステムを短期開発することが重視

されるという特性がある．

地域別開発手順の一例としては，東南アジアの地域特

性に合わせ開発手順を軽量化した「TERASOLUNA SS」

の策定が挙げられる．東南アジアの地域の特性でもある

小規模アプリケーション開発にスコープを限定したこ

とにより，通常のTERASOLUNAの開発手順と比較して，

タスクは約半数，成果物は約4分の1まで軽量化を行っ

ている． 

5．考察

本稿で紹介した開発手順は2009年のリリースから本

稿執筆時点ですでに3年が経過している．本章では，こ

のような開発手順，特に上流プロセスの開発手順を社内

やグループ会社のなかで標準化していくことに対する組

織としてのメリットを考察していく[9]．

5.1　第三者による評価
1つ目のメリットは，上流プロセスで作成されるドキ

ュメント（要件定義書）の適正な評価が可能となること

である．標準化された開発手順を使うことにより，各プ

ロジェクトで作成されるドキュメントの名称や利用され

る用語の定義が統一化される．これにより，複数のプロ

ジェクト間において横並びで検証することが可能になる．

上流プロセスのドキュメントの検証の一例として，

NTTデータでは要件定義書の品質を第三者が評価する

取り組みを進めている[10]．本取り組みの適用実績は

2011年度末時点で累積128件に達している（図 12参照）．

第三者評価を受けたプロジェクトの担当者へのアンケ

ートによると，上流プロセスのドキュメントの重要性に

対するプロジェクトの意識が向上したとの回答が多い．

こうした傾向は第三者評価の取り組みに対してプロジェ

クトの協力を得やすくなり，取り組みの普及とプロジェ

クトの意識向上という良い循環につながる．今後，さら

に適用件数を拡大していく予定である．

5.2　システムの初期理解
2つ目のメリットは，プロジェクト間の要員のアサイ

ンが容易になることである．これまでは上流プロセスの

ドキュメントは，設計や製造のドキュメントに比べると，

社内でも統一的な記法や様式は存在しなかった．標準化

された開発手順で作成された成果物であれば，プロジェ

クトの開始後にアサインされた要員でもシステムの初期

理解を円滑に行える． また，上流プロセスのドキュメ

ントの標準化は上述のようなプロジェクト間だけにとど

まらない．開発プロジェクトが終了後の運用・保守のプ

図 10　「業務改革の施策立案」アクティビティにおけるタスクと
　　　  成果物の一覧

図 11　洗練化フェーズのレビュー実施体制
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ロセスでも，運用・保守から初めてアサインされた要員

が現行システムの要求を把握する上でも役立つ．その結

果，AMO（Application Management Outsourcing：運用保

守のアウトソーシング）の推進にもつながる．

5.3　ノウハウの共通化
3つ目は，プロジェクト間で共通的に利用できるノウ

ハウが増えることである．従来，社内ではテストや製造

に関連するプロセスにおいては共通的に使えるツールや

ドキュメントは数多く存在していたが，近年は上流プロ

セスの遂行を支援するための技法やガイドライン（前述

の開発手順の構成要素4）も充実してきている．これら

の技法やガイドラインは，上流プロセスのどのアクティ

ビティやどのタスクの実施をサポートするものであるか

が明示されている．開発手順を採用するプロジェクトは，

同時にこれらの技法やガイドラインも併用することが可

能となる．

図 13は，2008年以降に新規に策定された技法・ガイ

ドラインの累積件数の推移である．上流プロセスをサポ

ートする技法・ガイドラインの新規の策定件数は，設計

以降をサポートする技法・ガイドラインの策定件数の3

倍に達している．

上流プロセスの技法・ガイドラインの策定数が近年増

えている理由の1つとして，TERASOLUNAの開発手順

が社内に存在していた方法論を取り込んだことが挙げら

れる．プロジェクトの担当者は，開発手順を参照すれば

現在社内で提供されている上流プロセスのノウハウ（技

法・ガイドライン）が何か，そして何が不足しているの

かが容易に把握できるようになった．これによりプロジ

ェクト側もどのようなノウハウを新たにTERASOLUNA

から提供して欲しいのかというニーズが出しやすくなる．

結果として上流プロセスの技法・ガイドラインの策定件

数が増加してきていると考えられる．

 

６．まとめ

本稿では，NTTデータの開発手順の概要を紹介し，

特に最新の改訂における主要なトピックである上流プロ

セスの整備・体系化の取り組みの経緯や実施内容を述べ

た．また，開発標準のグローバル展開への取り組みも紹

介した．その上で，上流プロセスの整備・体系化に関す

る組織としてのメリットを考察した．

今後の課題としては，近年増加している保守を起点と

した開発スタイルに対する開発手順の対応が挙げられる．

従前の開発方法論は新規開発を前提にして策定されてき

た経緯もあるため，保守を起点とした開発を行う際には

少なからず開発手順の上流部分にはカスタマイズが必要

となる．この課題はグローバルでも同様であることから，

各地域で得られたノウハウも活用しながら，さまざまな

スタイルに対応した上流プロセスの充実に向けた取り組

みを加速していく予定である．また，グローバルで利用

可能な上流プロセスの支援ツールの機能追加も必要にな

ってくる．設計・製造ツールやテストツールはグローバ

ルでも先行して適用が進んでいるため，引き続き各地域

の特性やニーズを分析しつつ上流プロセスを支援する

機能追加を実施していくことも重要な課題の1つである．

NTTデータではシステムのライフサイクル全般にわた

る開発の高度化に向けた取り組みを進めていき，広くグ

ローバルに発信していく予定である．

参考文献
1) NTT データ，http://www.nttdata.com/jp/ja/index.html
2) TERASOLUNA，http://www.terasoluna.jp/
3) 戦略的な情報活用を組み込んで顧客の変革を加速させる NTT デー

タの BI サービスを体系化して提供開始，NTT データ，http://www.

図 12　要件定義書の第三者評価実施の累積件数

図 13　技法・ガイドラインの策定実績の累積件数
　　　  （上流プロセス・設計以降）
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